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本研究は,大 阪市都心部の河川緑地及び小規模な都市公園を対象 とし,鳥類調査 と

地理情報システム(GIS)に よって収集 した土地被覆等のデータを用いた多変量解析

により,鳥 類出現に影響する要因を把握 し,鳥類を指標 として,都 市の生物多様性の

現状を示すとともに,土 地被覆 との関係性を示 したものである。

第1章 では,研 究の目的と構成について述べ られている。都市の生物多様性は国

際的に重要視 されているが,高 度に都市化 された場での生物多様性 に関する知見は

不十分な現状である。都市の生物生息の空間確保には,水 と緑をつなぐエコロジヵ

ル ・ネ ッ トワークの形成が緑化指針 とされ るが,そ の構成要素である河川緑地 と小規

模な都 市公園における生態系の上位種に位置する鳥類相や鳥類の出現に関わる要因

分析は,現 在の都心部においては十分に実施 されていない。 この現状を踏まえた上

で,鳥 類を指標 として,都 心部の土地被覆 との関係,要 因を明 らかにすることを目的

としている。研究対象地は,大 阪市の都心部を対象 としている。,

第2章 では,鳥 類調査,衛 星画像 と現地調査によって収集 したデータを用いた多

変量解析を活用 し,都心部の河川緑地における鳥類出現に関わる要因を分析 し,論 じ

ている。河川沿いの囲続景観を 「水際空間」と定義 し,水 際空間における鳥類出現 と

土地被覆 との関係性を把握することで,繁 殖期には鳥類出規 と水際空間における土

地被覆 との間に有意な関係性があることを明らかにした。また,越 冬期では土地被覆

以外の要因が鳥類出現に関わっている可能性 も示 した。さらに,河 川緑地における越

冬期の鳥類 出現について,広 域的なスケールにおける土地被覆や周辺に位置するパ

ッチ との距離 といった要因も含めて分析を進めた。その結果,越 冬期の河川緑地で

は,水 際空間における土地被覆のみな らず広域的なスケ嘱ルの土地被覆や周辺 に位

置す るパ ッチ との近接性が各種の出現に関わっていることを明らかにした。

第3章 では,鳥類調査や衛星画像か ら得 られたデータを用いた統計解枡によって,
も

都心部 の小規模な都市公園における鳥類出現に関わる要因を論 じている。都市公園

において環境順応 をしている都市型鳥類の分布の範囲や集 中 ・ば らつきの度合い等

の特徴 を把握 し,都 市型鳥類が集 中して分布するのには局所的な要因が関わってい

る可能性を示 した。加 えて,ど のような種が都市公園のマ トリクスにおける緑被率か

ら影響 を受けているのかについて提示 された。これ らに影響を受けている鳥類は果

実食性で植物の種子散布にも関わる種であることを明らかにした。

第4章 では,エ コロジカル ・ネ ットワーク形成の構成要素 としての河川緑地及び

小規模な都市公園が都心部の鳥類生息空間の分断を防いでいるのかについて総合的

に考察 され,都 心部の生物多様性に関わる研究における今後の課題が提示 された。都



心部に出現する鳥類それぞれの選好性を把握 し,その土地利用 との関わ りか ら,都市

緑地の在 り方を現状の土地被覆状況 との関わ りを踏まえて取 りまとめている。都市

に順応 している鳥類以外にも,樹林や草原,水 辺を好む鳥類が生息する都市空間 とす

るにはどういった環境が望ま しいのか,都 市の緑地整備の点 も踏まえて明らかに し

た。

以上より,本 論文は,都 市中心部 における緑地の状況が,鳥 類出現に影響を与える

点を示す とともに,都 市の生物多様性の情報が不足 している中で,そ の現状の一端を

明確に提示 している。これは今後の都市部における都市計画,緑 地計画に資する論文

といえ,博 士論文の要件を充分に満たす ものであると評価出来るものである。

6最 終試験の結果の要旨

本 論文 の内容は,令 和3年2.月3日,水 曜N,午 前10時30分 か ら午前11時45分

にか けて,京 都府立大学稲盛記念会館101講 義室 において公 開に よる博士学位論 文

発表 会で発表 された。口頭発表後,鳥 類 の出現 については他 の都市 と比較 した場合 ど

う違 うのか,今 回の調査範 囲に対 して さらに広域 的な範 囲で の調査 では どう変 わ る

のか,行 動パ ターンが鳥類 によって違 いがあるが,そ の環境利用性 については ど うな

のか,エ コロジカル ・ネ ッ トワー クの位置づ け,鳥 類利用 による空 間性 とは何 か,食

餌 につい ての生息関係 につ いて,そ して研究 に よ り求 め られ る理想像 は ど ういった

都市空 間なのか といった多岐にわた る質 問がな され た。それ らについて,丁 寧且っ適

切 に回答 した。その結果,最 終試 験 としては,審 査委員一致 で合格 とした。

以上


